
を再利用した「スマートグリーンバッテリー」、防災備蓄
庫などを装備した。

ポラスグループ・中央住宅のマインドスクェア事業部マ
ンションDvは、千葉県柏市に戸建て街区とのマンション
街区のある複合レジデンスの販売を始めた。その中の分
譲マンション「ルピアグランデ柏ココロリゾート」(総戸
数196戸、全戸70㎡以上のファミリータイプ)に、マンショ
ンのコミュニティーホールを設置する。コミュニティー
ホールには浄水器やかまどスツール、マンホールトイレ、
非常用充電器なども常備されており、非常時には緊急避
難所としての役割を果たす。ここではマンションだけだ
が、炊き出し訓練など実体験に基づくカリキュラムや楽
しみながら意識を高める防災イベントの提供も計画。日
常から「共助」を意識させる仕掛けも考える。

分譲地で防災拠点を見据えた提案が相次ぐ

国交省、厚労省が連携して建設業の人材育成・確保へ
国土交通省と厚生労働省は、2021年度予算概算要求で

「建設キャリアアップシステム（CCUS）普及・活用に向け
た官民施策パッケージの推進」を盛り込んだ。

CCUSは技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業
履歴などを業界横断的に登録・蓄積する仕組み。

しかし任意の制度であり、運用初年度（19年度）で100万
人の技能者の登録を目指していたのに対し、20年2月29日
時点の登録者は20万2325人。国土交通省は、登録者伸び
悩みを解消するため、23年度に全ての工事でのCCUS完
全実施に向け「官民施策パッケージ」を打ち出した。

21年度の新規予算を確保し、特に専門工事企業の施工
能力等の見える化及び技能者の定着促進、技能習得・研鑽
を進めていきたい考え。CCUSでは、技能者のレベルに応
じた賃金支払いの実現を目指す。専門工事業団体等は、職
種別の能力評価基準を整備し、技能者のレベルに応じて4

新たに売り出す分譲地で防災拠点を見据えたコミュニ
ティー施設を提案する動きが住宅メーカーで始まってい
る。新型コロナウイルス感染症の影響による3密対策で、
自治体が用意する避難所への避難がこれまで通りにいか
ないケースも想定される。こうした背景もあり、「共助」と
いう視点を取り入れ、分譲地の特長の1つにコミュニティ
ーによる防災・減災を打ち出している。

プライム　ライフ　テクノロジーズ（PLT）の初の大型
分譲地「MIYOSHI MIRAITO」（愛知県みよし市）では、街
の 中心拠点 に ス マ ー ト 防災 セ ン タ ー「MORIZONO 
HOUSE」を設置したのが大きな特長。センターは、平時は
料理教室やパーティーを楽しめるコミュニティースペー
スは災害時になると防災センターに変わる。施設には
V2H や防災水槽、「プリウス」の使用済み車載バッテリー
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段階のキャリアアップカードを発行。職種に応じ、職長
（レベル4、3）、若年技能者（レベル2）の賃金目安をそれぞ
れ設定する。20年度に35職種、21年度に全建設技能者の
能力評価基準の整備を目指す。

また、国が認定した評価機関がCCUSの事業者登録を
行った専門工事企業を対象に評価を行い、結果を国交省
HPで公表する仕組みの構築にも取り組む。

専門工事企業の施工能力等の見える化のイメージ


